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の
侦

«
國
に
對
す
る̂
拂
不
能
か
ら̂>
じ
‘る
狀
態
の
あ
善
で

.ivi

s:-

卜'C 
ペノ
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象

：
！
^
,
べ
し 

.

.
：
. 

-

'
和
胤
-「

獨
'乙
、
智
利
に

ST

す
‘る
將
來
o'
輸
出
，の
爱
拂
を
確
做
し
、
’植V

な
る
^:
務
怒
決
濟
す
る
爲
で
あ
，る

」

：

.

‘
.

:

•
• 

ブ
ル
'ガ

見

ャ「

佛
蘭
西
'、

太
利
、
白^.
_
、
瑞
西
、‘獨
乙
、
匈
开
利
、
填
太
利
、
土
坪
十

t-
s
に
對
し
て
、
そ
の
舊
商
業
傲
權
を
決
濟 

す
を
-̂
ず
あ
る 

O

J

/

、
>
 

.
> 

* 

.

; 

:

■

.
更
に
吖
歐
凍
歐
諸
國
控
謝
じ
事
情
に
置
が
拃

1
居
名
智
：利>
:
«
:
ク
7
ド
和
等
觀
米
の
諸
國
も*

..
'
肅

西

、
S
西
、
、卧
拜
義
、
和
蘭 

.
#备

暮

ぶP

定
を
R
ふ
に
茧
.つ
:^
：0
-ズ
^
歐
東
歐
諸
國
間0

«發

同

性

質
.の
協
定
：は
智
刺4

獨

乙

^

伯

刺

西

爾

ど

の

間

杧

締

結 

-

さ
れ
た
。
，
以
上
の■如
ぐ
最
近
の
，爲
替
淸
辱
制
度
の
發
膝
は
著
し
く
、
聯
盟
，の
調
齑
に
依
れ
ば
一
九
三
五
年
三
^

一

 

日
現
在
七
十
七
の
淸 

’-潘

タ

が

成

立

レ

‘た
取
を
廉
毋
し
て
居
る

;0
'
,;

. 

;•
、 

J

,

註
jr,
爲
替
政
策
手
段
の
形
態
敢
び
に
發
展
に
關
し
て
は

、
?
 -E

l
g
,

 ibid，
pp. 9-57.

金
原
賢
之
肋
著

「

外
國
爲
替*金
.銀
ヒ
ー
六0
丨
1
:
1

，备
淸
銘
齓
鹿
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參
好
況
時
の
三
分
.の
ニ
以
：下
に
縮
少
せ
.
1め
? »
-窜

w3st.wal
Y'r
 

t
l
- 

... 

, 

-

.

.

.

.

.
,
.
v
-
«
t 

'
•
、
- 

\ 

V 

V..; 

V 

v 

、• t
、
-
.
'
*
i
*
- 

.

'
.
, 

'

<-
'
;
.
.
■ -i'o.
 

>
.
.
.
:

■,
' ぐ.

.

.

，

.

■

'

I

/

.

 

-
. 

-

'■
-■ 

.

.ge
m
a
n
n

;5wi.rd der- w
e
h
h
a
n

-cu el noch. weiter 

の 

cllrum^
en ? 

2 B. T. 

2
P

Jcni 

1
9CP
4
.
.

V 

t 

3 

t 

, 

> 

s
.
- 

v
u
/ 

■

-
 

:
.
u
<
.
v 

 ̂

-
-
w
v
j 

...,/.

1J
n

:H
“
ノ';
-
-
:
'
.
:
.
ヴ
.
.
'
'

;;
'
'
パ
,.
-
'
ハ
-
d

'.
-
v
'
.
,

..
;
.
-
7
: 

, 

.
1
.
:
, 

v
,
r
. 

-
-
.
1 

V
,

> 

訪
四
‘

f

v

t

o

f

N

u

b

i

d

r'
-

i

'家 

ノ

-

い
 

/
 

■

:

ン

.

！

.

.
:

钱

六
H
s
g
^
.
s,
N
a5*
:
n
s
, 

ibid.

•?
•56,.

s'
, 61r 

ノ 

，
 

< 

' 

\ 

, 
'
 

■ 

,
 

•- 

.

.

.

.

•
.
.
•
•
，
•
-
.

.•
'、
-
-
•
•
.

ニ
...、

 

I
, 

, 
. -. 

•
 ■

.
 

•
.
.
.
.
.
.
:

訪
七
，Le

^
J
s
o
f

 Nations, ibid. 

p
.ot
T
, 56, 

60, 

60, 

5S„

:

■第
二
節
，
爲
替
淸

k
s

此

の

形

撒

的

硏

究

卜

こ
、

.

,

^
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!
.
<
、
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I
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ニ
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國
際
la
l
の
貸
借
Co
.
-決
濟
の
究
局
.の
>手
段
は
命
办‘現
逯
で
あ.り
、
更
に
發
展
じ
た
形.勝
と
じ
て
外
阈
爲
替
に
依
る
決
濟
方
法
が
#
在
す 

祝
0.
,
‘然
る
に
.最
近
に
於
呔
を
金
本
位
の
停
也
、
鎵

#
管
理
A
施
行
#

ひ
結
_

零
の
方
歡
に.依
る
國
際
牧
支
決
舞
は
困
t
と
な
り
、
各

V.;
- 

' 

'

-r
,
-
v
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- 
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.. 

'• 
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.
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一
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、
；
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•
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r
' 

* 

r 

• 

:
.
k

國
は
之s
ft
:
w智

ず

臂

ぶ
1
ざ
も
.を
得
.

な̂
0
气

：»
#踟
#
轍
»;
頭

聲

で

、§^
_
1
_^!
:
|而
ゆ
外
國
緣
锋
_
傲
ら
丸
し 

て

.|
:
間
^-
4
择

4
ー
 

0
,の様
式
で
あ
る
と
漸
定
的
に
定

_
し
た
。
而.し
て
が.
Vる
方
法
と
し
て
が
布
吾
々
は
幾
多
の
形
態
を
見 

敗
す
ぬ
で
私
つ
ゼ
、
制
度
そ
れ

^

未̂
だ
創
設
後
日
淺
く
之
を
系
統
的
に
分
類
す
る
事
は
容
易
で
は
な
ぃ
。

.更
に
爲
替
淸
算
制
度
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-
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•
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'
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t
.
て
ン
、
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4
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change, 

C
I
;̂
2;
n
^
s
y
s
f
3

〕

と
财
货
淸
尊
制
度

(
g
o

o.dstclesing or compensation system 
ン
と
(0
用
^
卜
0 (
*

亂
± -
.
|
*そ
0; 

液
踉
的
硏
贫
を«

_

^
じ̂
.め
ゼ
居
る0

'

1

.

0
併
し
乍
ら
淸
算
制
度
は
制
度
の
組
織
化

.と
云
ふ
點
■か
ら
し
て
幾
つ
か
の
發
展
没
階

,
.
.
匕
.,
..
--.••»-.
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*

に
區
分
す
る<事
が
可
能
で
あ
る
。
勿
論
各
國

k

於
け
る
制
度
が
そ
の
發
勝
’過
程
を
必
し'も
迪
る
と
は
取
ら
な‘ぐ
の
で
あ
る.が
、.1.’̂

-

.

..

.
:
-
.
>
.

-i
-
v.;
-
..-
l.!»
.:
 

‘ 

w
v
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,
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淸
？5

^
.

が
.
1: ^
^

^

制̂
::
»

-

漸̂
^

©

的̂
#
懷
質
_

_
次
.

£

令
称
^

、ぞ
か
勝
臌
き
舰
恥
撕
な

』

か

吞

麻
#S

織
低
ん 

れ

暴

向

，货

る

事

は

霉

賓

で

施

气

如
\
る
* «
撕
が
も
‘し
で
.取
敢
.ぺ
^

«
行
の
爲
ぎ
淸»
卿
齋
並
.び
杧
財
貨
淸
算
制
«
.
の
用
語
上
の

.區
別
：を

嘸

思
;^
^
の
«
態
別
吩
類
を
行
づ
て
み
ゃ
ぅ
,°
. 

‘ 

' 

.

/

ド
.

: 

(

'—*
_

)

，■派
货
の
國
際
間
の
移
動
钇
伴
社
ず
;1
.て
財
貨
の
交
易
を
行
ふ
：方
法
^
し
て
吾
々
：
の
考

)

へ.得
る
最
も
單
純
な
原
始
的
形
態
は
、

.

.

.
•
-
•
•
•
, 

, 

... 

, 

- 
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V • 

•
:

■
貨

潘

懂

直
_

交

換

即

篇

.々達

で

l

o
'.
'
r
函

間
I

て
.貿
I

者
が
I

財
f

交
換
し
、

ー
國
の
輸
人8

は
S

 

の
輸
久
商
品
代
金:|
:
そ
の
輸
出
滴
品
を
以
；て
_
接
支
挪
.ひ
、
丨
兩
國
の
輸
入
業
者
は
.同
時
に
輸
出
業
者
の-*
合
で
あ
る
。
：：併
し
か

 

> る
方 

独
は
务
淨1>
.
#容
易
に
.行
は
れ
^
い
で
輸
高
と
同
時
に
輸
入
を
布
ふ
結
:*
;#
汰
の
危
險
を
伴
ふ
の
で
あ
0
て
、
：.
火
規
模
杈
貿
易
業
者
か 

或
6
社
原
料
を
輸
入
し
で
製
品
を
輸
出
す
る
宜
汰
啟
坐
產

.兪
社
の
.み
可
能
で
あ.る
'°
0韩
九
>
:
:へ
叉
そ
め
當
_
者
が
國
家
或
ひ
は
政
府
の 

場
脅
は
容
易
に
行
は
れ
；
。
.如
：Vへ
る
單
濰I
財
貨
淸
靠
漱
淀
：
9
實
刺
4
心
て
は
、
：

一,

九I

一

U
:

年
八
月
ブ
ラ
ジ•ル
•政
府
と
紐
育
ブ.ヴ，
シ
” 

タ
ー
ミ
ナ
ル
會
社
間.の
コ
1
ヒ
.丨
百
ニ
外
七
萬.五
凍
袋
と
小
漆
工
萬
五”千
ブ
'
ッ
，
シ

：
：
严
ル
；
の
：
交

換

協

定

、
一
戈
三

j

一'年
十
.ニ
'
月
一
一
十

1

,¥
• 

匈
牙
利
チ
エ
コ
ス
ロ-:
>
<キ
ネ
間
ー
の
豚
あ
ホ
炭
馬
車
.
_
_蓊

毫
.の
^
換
協
定
、»
の
他
ブ」

ス
ジ
'ル
政
府
と
塊
太
利
政
府
輸
入
局
間
の
コ
ー 

ヒ
ー
と
レ.
.
1ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ_ン
政
府
_と
西
.
.班
牙
外
國
銀
行
間
の
玉
蜀
黍
と
レ
1
.ル
の
交
換
協
定
等
が
擧
げ
ら
れ
る
0
8 一
 

0

)

_

8o
m

_
m

(
1
D

右

の

形

態

は

最

も

.單

純

な

.場

合

：で

：あ

る

が

、
：，之

が

や

V

複

雜

化

す

名

と

疼

の

如

窆

形

態

；を

と

'る

。

一

國

の

輸

入

業

者

は

そ

の
 

輸

火

代

金

友

^

^
國

0'
輸

出

業

者

に

吏

拂

は

屮

し

：て

、
：
そ

れ

と

.同

額

：の
'輸

出

を

行

ふ

自

國

輸

出

業

宥

に

對

し

：て
：自

國

貨

幣

を

以

て

支

拂
 

念

同

時

.

K

攀

國

_

養

蓉

祀

對

^

て
"自

國

輸

鶴

者

ぬ

_

5

商

過

を

：輸

入

，
せ
4

#

:±
10
代

金

：
壳
^

底

屢

尊

.
_輿

：
 

I

s

:
 

C
S

看

3
:



m

.

:
' 

入

I
—

 

'
塞

纥

4
0 0
S

て
^

§

ヰ
■

の
^

_

と

恶
H
覆

輸

¥
業
者
ぷ
輸
入
彙
盏
ハ
並
び
‘に
相
芋
國
の
輸
入
業
者
蠡
出
業
者
の
四
入
‘が 

#
舉
で
あ
- ^
o
ctf
e
十 

V

Y

I
、

1
.

-

’•
、
 

. 

” 
•

 

、
,
i 

t
" 

} 

-
i 

.
 

J

'(
•

ぐ

m
0

^

0

,

0s*_
鐵

Bo:

1

ン

雜

.#

ネ

m
go:

雛

>
•
0

0

,
r.i

;

國

B

餞

'®

•灘 

難

#

.

.

. oo

X

J
.5
.
而
.丄
て
第
ニ
の
形
谯
に
ぁ.つ
て
は
;;
'
贺
易
業
者
は
自
己
の
輸
入

(

或
ひ
は
輸
出)

_に
對
應
し
、
そ
れ
を
決
濟
し
得
る
如
含
輸
出.

潘

;8
名

- »
^
契
約)

を

島

内
1
於
て
探
し
出_さ
; &
け

智

な
.ら
な
い
。
併
し
之
又
多
大

Q

•闲

雞

を

伴

ふ

窠

各

醫

業

者

讨

相

^

^
商
品
派
箅
取̂

^
相
^
方
即
飞
収
組
人
^
ぶ
出
オ
爲
に
種
ー
方
策
が
識
ぜ
ら
れ
る
に
至
る
メ
或
ひ
は
仏
引
人
に
對
し
て
削
增
ブ
レ

3
ァ
み
を
提
腓
し
、'.或
办
沐
状
潰4
情
ゆ
_
期
_
篇
派
別
ぶ
洽，
^
 

■满
老
行
4
溥
>
货
賴
ザ
る0
更
に
か
0>
合
理
的
な
手
段̂
し
_て

?

%

■雕
引
來
介
挪
ゃ
、_
行

旧

に

賓
rf
?
.淸
览
部
が
設
立
さ
仉
、
贸
姑
商
f

等
の
機
關
を
私
：用
す
石
事
に 

依
つ
て
取
鈕
人
を
兒
出
す
の
で
ぁ
る

0
、«

ー
5
 

. 

:

.

,

'

.

.

!

,
■

:

:

'

名

の

暴

機
_

が
漫
展
す4
と
、
，單
に
相:̂
:
に
1

さ
れ
る
.
入
契
約
と
輸
出
契
約
と
を
結
合
せ
し
め
，る
ば
か
り

.で
な
く
、
自
國 

潔

纖

从

間

の
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は
逆
に
四
百
三
十
萬
マ
ー
ク
の
入
超
と
な
り
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對
瑞
西
貿
滇
む
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巧
1(

千g
マ
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出
超
が
常
態
で
あ
っ.た
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も
；

ず
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一
九
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に
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一
千
萬
フ
ラ
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に
減
退
し
*
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他
洪
牙
利
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:義
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情
太
利
、
瑞
典
と
の
贸
妫
關
係
に
於
て
も
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
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西
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、
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總
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反
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ガ
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；
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•

從
來
と
蛾1
愤
榴
國
は
同
時
に
又
輸
出
超
過
國
た
る
場
合
が
多
い

>.
;

に
ノ
淸
算
徹
龙
の
結
艰
は
更
に
此
の
倾
响
を
助
長
せ
し
め
て
居 

る
。
從
っ
て
淸
算
協
贫
の
目

標

と

す

る
偾
務
國
の
輸
出
超
過
に
依
る
潛
來
の
潰
務
の
返
濟
が
不
可
能
と
な
る
の
み
故
ら

.

^

Mに
新
た

な

る

馨
s

l

f

れ

る

か

く

て

馨

靈

制

度f

c
所
期Q

目

的

墓

成

は

、
蓮

に

何

等

か
§

忍
統
淛
的
操
作
の
隨
伴
が
必
然
的
に
要
求
さ
れ
る
。
即
ち
協
定
阈

|1
1
]の
贸
易
關
係
を
偾
務
國
の
出
暾
に
導
く
が
爲
め
に
、
.或
ひ
は
傲
槪

1 
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.-.-!
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.
:■.

-
r 

,

;.

_ . 

-
>■

國
の
輸
出
を
制
限
す
る
か
、
或
ひ
は
.債
權
國
の
輸
入
を
助
長
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
都
實
多
數
の
爲
替
淸
輿
協
定
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加
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れ
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名
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1̂
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部

セ
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十
日
«
紘
の
讀
翻_
乙
間
協
宛
は
、
同
年
十1

1

5.^
日
の
'遒
舭
德
免
：に̂

.讚

扇I

千
五
！
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腐
フ
.一
ウ
シ
に
限
康
ず
パ>1
日
規
览
さ
ち
；，瑞
既
輸
出
業
考
は
：獨
乙.に
對
し
て
.1

九1

一、一1
1
1
年
'(
0
輸
出
額
.以
上
に
輸
出
す
る 

漆
が
禁
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た0
き
に
瑞
西
淸
®

'

^^;
常
的
な
取
^
の
淸
篇
：に
、對
し
優
先
權
を
興
；

〈

'
,
.投
機
的
輸
出
を
肪
止
す
ベ
く
努 

め
た
o
.>x
白
界
_
獨

涵

.の
協
声(.一：.

九

三

：
四

年

十

：

1
H;
ニ
十
九
S

に
於
て
白
耳
義
が
：對_
輸
出
割
當
額
を
於
定|-
て
、
輸
出
の
增

加
を
制
限
し
たo

x
撰

西

輸

入

管

理.局
は
一
.九
三
.四
年
十
一
月
三
十
日
の
對
獨
協
定
の
結
果
、
猶
乙
の
輸
入
業
者
に
與
へ
る
特
許
を 

調
15

し
、'
_乙

：
に

對

す

る

國

別

輸

: ^
割
當
額
を
增
加
名
％
以
.て

獨

石

霉

佛

輸_
0
:
_長

僖

つ

た
°
:
又
^
_
运
 

4

獨
乙
の
貿
易
風
改
善
を
注
視
す
'る
事
と
な
つ
た
。
-
和

蕲

岑

亦

獨

乙

^

貿

易

说

雜

采

爲

豪

九

ー

ー

ー

四

年

十

ー

一

月

一

一

十

一

一

日

追

加

協

定

に 

f

.

.和
蘭
が
獨
乙
に
許
與
し
：た
自
曲
外
國
爲
替

Q

パ
1
ヤ
ン
テ
1
ジ
を
七
如
ら
叫'に
減
少
し
た:°
從
.つ

て

自

由

總

ゎ

制̂

K
っ
.て
请
算
制
度
を
細
輸
入
は
必
然
的
に
；賴
加
さ
れ
る

_
で
あ
る
。
其
の'他
•

ゴ
1

ス
ラ
ゼ
ヤ
，は
そ
の
輸
出
8

晶
な
ち
し
め
る 

ベ
く
、.協

定

蜃

蘭

西
、
' チH

コ
'ス
ロ
バ
キ
ヤ
に
依
つ
て
特
廉
關
税
を
認
め
ち
れ
た
。
ル
、
.マ
ー
一
ヤ
も
債
權
國
に
依
つ
て
輸
出
を
増
如

せ
し
め
る
手
段
が
講
ぜ.ら
れ
た
。

.

;

-
叉
淸
算
協
定
の
結
果
偾1§
.
:
'
»:
:
.<2
>
«?
;
5
1增
抓
、
債
務
國
の
輸
肚
減
退
そ
防
止
す
る
爲
に
、
當
事
國
間
の
輸
出
人
割
合
を
固
定
せ
し
め
る
規 

定
が
附
加
さ
れ
る
爆
合
も
あ
る
。
例
へ

.ば
ー
九
三
四
年
十
ー̂
:
1
.
十
一
日
獨
乙
チ
ェ
コ
ス;>
バ
キ
ヤ
協
足
に
於
て
は
、
獨
乙
輸
出
_

チ 

ェ
コ
ス
口'バ
キ
ヤ
輸S

割
合
を一O

0

對
七
七
•曼

寓

チ

ズ
^

A

 

ェ

コ

ス

ロ

バ 

キ
ヤ
の
凍
結
偾
權
ニ
億
六
千
寓
ク
ラ
ウ
ン
の

€
繁
に
使
用V

る
3
§:
,
規
定
が
蚁
^

^

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ
羅
馬
尼
間
協
定
で
も
そ
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輸

池
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を
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濟
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潫
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^
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れ
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似
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獨

乙

.は
一

九

三

四

年

度

に

於

，て

協

定

國

ょ

り

‘の
輸

入

は

前

年

度

に

比

し

て

十

五

^
丨

.
ン̂

ト

.の
增

加

を

：示

し

、

.

.
其

他

の

國

ょ

り

，
の

輸
 

入

对

逆

1

九

バ

ー

セ

ン

ト

の

減

退

を

來

し

て

居

る

。

又

輸

出

は

何

れ

も

減

返

ん

た

‘と
比

云

へ

、

協

诏

國

に

歡

す

る

輸

出

は

能

年

度

‘の

八 

八

パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

り

、•
其

の

他

の

國

に

對

す

る

輸

出

は

七

一

バ

ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
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通

姆#
渴
膽
1
的
意
義
並.び
に
效
课
は3
結
局
現
_
の
國
際
馨
關
係
に
於
け.：る
5:
«
主
義
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並
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效
娛
と
袞
ふ
問
題
-に
歸
着
す
る
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宜

惠

虫

銮

國

貿

易<D
增

大

钱

自

由

貿

易

論

者
^

^

0

そ
好
ま
.
し
<

な̂

事

驻
^

ふ
迄
も
無
い
？
各 

.
'貿數
阈貿
易に
依

®

^

の
：：
み

最

繼

格

'0

黹
場
か
|

|

'

,

最

高

講
0

市
場
作
輸
出
1.
得

來
^

^
國
際
分
業
虼
菽
乂
貿
易
關
係
金
無
視
私
て
、

"
協
定
國
間
の»
易
め
み
金
增
加»
ル
め
，ル
ネ
ず
れ
ば:-'
>#

も
：；4
1
.

高

價

な

衔

場

か

ち

商

品

^

輸

.
^

1.
、
'3
1

^

^

廉

な

價

_

輸

出

支

行

は

な

：
け

れ

ぱ

愈

.

ち
ず
^
^
^
^

ょ
⑷
尔
利
で̂

る
^

^
疑
を
入
れ
激
い
树̂

ぁ

き

從

や
^
爲
替
猜
算
協
定
め
木
利
ー
益
も
主
证
七
て
此̂

:
:
:
:
へ
：3

^
愤
齋
國
と
淸
算
協
定
€
締

結
'-
1
>

た
歐
洲
債
權
國
は
非
常
な
困
難
を
感
じ
て
居
る
。
之
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